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o 昭和初年度のはじめの号として， 48巻 1号をおと
どけします。すでに予告しておきましたように， 48巻に
もまた新しい試みが盛り込まれています。まず表紙がち
ょっとだけ変っているのにお気付きでしょうか。 46巻
以降はみんなで責任を持とうという気持から，編集委員
の氏名を表紙に載せておりましたが，本巻からはこれが
表紙裏の投稿規定の下になりました。表紙に名前をのせ
てイキガJレこともないではないかというわけです。編集
委員会もそれだけ落着いてきたといえましょう。。また前付の広告のつぎに目次があります。これは表
紙とほとんど閉じですが，製本の時などにはこの方が便
利です。“くるつふあっせん"や“さえら"が， ところ
どころに入れられているのは前巻と同様ですが，本巻か
らは新しく“あらあむ・しぐなる"が登場しました。本
号では金子氏の「抗生物質による難聴」と植村氏の「顔
面および前額部打撲の患者を診たら」のふたつで，いず
れも upto dateの危険信号です。毎号 2篇ずつの予定
ですのでご期待下さい。。海外だよりも新しくシリーズで始めようと企てたも
のですが，さっそくエモーリ大学から近藤氏のお便りが
届きました。基礎訓練の差がはっきりあると認めて居な
がら，さてどちらの方がよいかとなると，よくわからな
いと述べられているのは，さすがにこちらで十分の知識
を身につけて行かれたせいだと思われます。とくにどん
なシステムでも，日本にそのまま持ち込むのはどうかと
思われるなど同感できるご意見が寄せられています。今
後いろいろな国のいろいろな大学や研究所や病院からの
お便りがいただけることを楽しみにしています。
篇で藤沢氏の癌を移植されたウサギの血清2原著は く〉
と臓器中の遊離アミノ酸の変動についての仕事と，波多
氏の百日咳ワクチンを与えたラットでのヒスタミン誘発
高カルシウム血症についての報告で，ともに化学的手段
によるぼう大な労力の結果がまとめられています。また
診療余話は公募に応じられた柏戸・梶両氏が，柏戸病院
というかなり大きな内科病院での，とくに糖尿病管理を
中心とした栄養指導の経験 10カ月の実際と，得た反省お
よび今後の問題点について書かれたもので，考えるべき
点を多く含んでいるように思います。
さて視床下部一下垂体系が生体内の代謝調節や機能く〉
面からみて，最大の内分泌系であることは周知のところ
ですが，このホルモンを物質としてとらえる試みが，近
年急速に成果をあげてきており，その最も新しい知識が
望まれていたところ，全くタイミング良く，極めてホッ
トなトピックスー黄体ホ Jレモン分泌促進ホ Jレモンーにつ
いての展望が熊谷教授によってなされました。この方面
の研究の第一人者である著者の，きわめて新らしくまと
まりのある reviewで， なかでも多くのわが国の研究
者が関与したものであることに感銘を覚えるところで
す。
また前川先生の総説は期せずして 2カ所から推せんさ
れたもので，仲介の労は牧助教授にお願いしましたが，
ご多忙中の所快よく筆を取って下され感謝にたえませ
ん。新生児の脳障害は一生にかかわることで，その診断
や処置は緊急を要することです。そのうちここでは基礎
知識，検査法とその判定について書いていただきました
が，豊富な経験の粋をあつめたこの総説は，必ずや会員
各位に益するところが大であると信じます。。巻頭は相磯学長にお願いしました。学長という広い
視野から医学部をごらんになっての一文を，極めてお忙
しい中からお寄せいただいたわけですが，かねてからの
抱負のひとつである学部間共同研究組織としての環境科
学研究機構について，その構想、と，本学における最も兄
貴分である医学部の積極的な参加を呼びかけておられま
す。各学部が同じレベルに立ち，力を寄せ合うこのよう
な organization の定着してゆくことが，本来の uni-
versityの姿というべきものでありましょう。 この機構
の成長に期待したいと思います。。最後に，本誌としての原稿用紙が作られることにな
りました。前付 1にそのことがふれてありますが，これ
は編集の能率化のために委員会で決定， 48巻 3号から
適用してゆきたいと 思っています。紙質も本巻から良くJ
なりました。本誌の成長‘にもどうぞご援助ご協力下さ
し、。
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